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2010年５月１日（毎月1回1日発行） 第488号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事28名　監事3名　総代203名　班長1334名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２０１０年３月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,400 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

26,222世帯 
1,211,655,000円 

46,207円 

　
「
宇
宙
の
法
則
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ

れ
は
「い
や
だ
な
」「
つ

ら
い
な
」「
悲
し
い
な
」
な
ど
と

口
走
る
と
、
そ
れ
を
聞
き
つ
け
た

神
様
が
「
そ
れ
な
ら
願
い
を
か
な

え
て
進
ぜ
よ
う
」
と
ば
か
り
に
、

よ
り
「
い
や
」
に
、
よ
り
「
つ
ら

く
」、
よ
り
「
悲
し
く
」
し
て
く

れ
る
の
だ
そ
う
だ
。
だ
か
ら
辛
い

時
も
「
楽
し
い
な
」
「
う
れ
し
い

な
」
と
呟
い
て
い
る
と
、
だ
ん
だ

ん
楽
し
く
、だ
ん
だ
ん
う
れ
し
く
、

神
様
が
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
▼

「
仲
の
良
い
夫
婦
は
顔
が
似
て
く

る
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ

は
常
々
同
じ
言
葉
を
言
い
合
い
、

ほ
ほ
笑
む
か
ら
で
あ
ろ
う
。
顔
に

は
表
情
筋
と
い
う
筋
肉
が
あ
っ
て

言
葉
や
感
情
と
表
情
が
連
動
す

る
。
例
え
ば
「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
苦
労
さ
ん
」「
良
か
っ
た
ね
」

「
す
て
き
だ
ね
」
な
ど
の
言
葉
を

常
々
使
っ
て
い
れ
ば
、
に
こ
や
か

な
表
情
を
形
作
る
表
情
筋
だ
け
が

発
達
す
る
の
で
夫
婦
の
顔
が
似
て

く
る
の
で
あ
る
▼
今
、
日
本
は
明

ら
か
に
斜
陽
で
あ
る
。
内
に
は
老

齢
化
と
若
年
層
の
人
口
減
少
、
外

に
は
発
展
途
上
国
の
成
長
が
あ
り

相
対
的
に
日
本
は
落
ち
て
き
て
い

る
。
テ
レ
ビ
や
車
を
は
じ
め
物
は

昔
よ
り
現
在
の
ほ
う
が
豊
富
な
の

に
、
日
本
全
体
が
病
気
に
か
か
っ

た
よ
う
に
元
気
が
な
い
▼
心
と
身

体
は
一
つ
の
も
の
だ
。
心
が
沈
ん

で
い
る
時
は
体
を
動
か
し
、
体
が

病
ん
で
い
る
時
は
心
が
元
気
で
な

い
と
い
け
な
い
▼
多
少
の
困
難
は

あ
っ
て
も
前
向
き
な
呟
き
と
明
る

い
笑
顔
で
神
様
に
声
を
掛
け
な
が

ら
、
周
囲
と
も
良
好
な
関
係
を
築

い
て
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
（
大
塚
） 

あぜ道 あぜ道 

黒豆や黒米には血液をサラサラにし、抜け毛を防ぐ働きがあります。 
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全
支
部
６
０
０
人
が
熱
戦

全
支
部
６
０
０
人
が
熱
戦 

全
支
部
６
０
０
人
が
熱
戦

全
支
部
６
０
０
人
が
熱
戦 

全
支
部
６
０
０
人
が
熱
戦 

健
康
づ
く
り
と
交
流
深
ま
る 

第２回　支部対抗 
グラウンドゴルフ大会 

　
利
根
保
健
生
協
主
催
の
「
第
２
回
支
部
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
、
４
月
20
日
（
火
）
み
な
か
み
町
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
６
０
０
人
の
活
気
が
あ
ふ
れ
、
中
央
保
健
連
絡
会
役
員
や
歯
科

医
師
、
看
護
師
ら
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
に
は
の
べ
２
７
０
人
が

足
を
運
び
、
医
療
生
協
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

同
会
場
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク 

ゆったり面会うれしい 
小児科連携も安心 

　
個
室
に
な
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
が

広
く
な
っ
た
の
で
面
会
の
家
族
・
友

人
と
も
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
で
面

会
で
き
ま
し
た
。
完
全
個
室
で
な
く
、

相
部
屋
な
の
で
隣
の
マ
マ
さ
ん
と
情

報
交
換
で
き
る
の
も
良
い
で
す
。 

　
床
や
カ
ー
テ
ン
、
イ
ス
な
ど
が
ピ

ン
ク
系
で
明
る
い
の
で
、
ベ
ビ
ー
の

い
る
部
屋
ら
し
く
て
良
い
し
、
ク
リ

ア
タ
イ
プ
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
は
赤
ち

ゃ
ん
の
世
話
が
し
や
す
か
っ
た
で
す
。 

寄
せ
ら
れ
た
投
書
の 

紹
介
を
し
ま
す 

産婦人科病棟の改装 
　
「部
屋
全
体
が
明
る
く
広
く
な

っ
た
。
個
室
じ
ゃ
な
く
二
人
部
屋

な
の
も
、
他
の
お
母
さ
ん
と
話
が

で
き
て
う
れ
し
い
」
と
、
三
年
前

に
長
男
を
当
院
で
出
産
し
、
今
回

二
人
目
の
出
産
を
終
え
た
マ
マ
さ

ん
か
ら
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
二
階
東
（
産
婦
人
科
）
病
棟
で

は
、「
マ
マ
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
、

家
族
が
く
つ
ろ
げ
る
病
室
に
し
た

い
ね
」
と
病
室
を
改
装
。
こ
れ
ま

で
一
部
屋
四
床
だ
っ
た
病
室
を
二

床
に
し
て
広
く
な
り
ま
し
た
。
床

も
張
り
替
え
、
枕
や
掛
け
布
団
カ

バ
ー
は
花
柄
に
変
更
。
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
は
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
が
見
や

す
く
調
整
し
易
い
タ
イ
プ
に
変
え

て
、
あ
た
た
か
く
触
れ
合
え

る
雰
囲
気
の
病
室
に
改
善
し

ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
も
、
利
根
沼
田

地
域
で
唯
一
小
児
科
の
入
院

設
備
を
持
つ
病
院
の
強
み
を

生
か
し
、
産
科
と
小
児
科
で

連
携
し
て
安
全
安
心
の
医
療

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。 

　
今
後
も
よ
り
一
層
の
安
全

で
質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
で

き
る
よ
う
妊
娠
中
の
保
健
指

導
や
助
産
師
外
来
、
子
育
て

支
援
の
充
実
を
め
ざ
し
、
母

子
・
ご
家
族
が
安
心
し
て
出

産
に
臨
め
る
環
境
と
、
心
地
よ
く

過
ご
せ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
（
快
適

性
）
の
改
善
を
は
か
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
組
合
員
の
皆
様
か
ら
も
産
婦
人

科
に
対
す
る
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

（
二
階
東
病
棟
ス
タ
ッ
フ
一
同
） 

　
大
会
は
、
利
根
沼
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
全
面
的
な
協
力

で
運
営
。
岸
良
昌
み
な
か
み
町
長

と
諸
田
光
十
郎
・
利
根
沼
田
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
長
か
ら
激
励

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
競
技
開
始
。

早
速
、
会
場
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

「
そ
れ
行
け
」
「
強
す
ぎ
た
」

「
よ
し
入
っ
た
」
と
元
気
い
っ
ぱ

い
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

　
「い
い
人
工
芝
だ
け
ど
難
し
い

ね
」「
こ
こ
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
狙
お
う
よ
」
と
会
話
も
は
ず

み
、
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。 

　
競
技
後
の
参
加
者
か
ら
は
「
楽

し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
か
ら
増
資
に

協
力
す
る
よ
」「
健
康
に
も
い
い

し
支
部
の
大
会
を
企
画
し
よ
う
」

「
ラ
ッ
キ
ー
賞
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
し
来
年
が
楽
し
み
」
な
ど
、
感

想
が
聞
か
れ
大
変
好
評
で
し
た
。 

　
血
圧
や
体
組
成
（
筋
肉
量
や
内
臓
脂
肪

等
）、
歯
周
病
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「最
近
、
血
圧
高
め
だ
か
ら
心
配
で
…
」

「
内
臓
脂
肪
が
過
剰
だ
か
ら
気
を
つ
け
な
き

ゃ
」「
皆
で
体
組
成
を
計
り
た
い
か
ら
班
会

計
画
す
る
よ
」
と
好
評
で
健
康
維
持
に
役
立

ち
ま
し
た
。 

個
人
戦
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉 

男
性
の
部
（打
数
） 

　
１
位
（48
）白
井
孝
四
郎
（沼
田
北
） 

　
２
位
（49
）飯
塚
　
忠
也
（高
山
） 

　
３
位
（50
）笛
田
伊
之
助
（利
根
南
） 

女
性
の
部
（打
数
） 

　
１
位
（46
）林
　
ひ
さ
子
（新
治
） 

　
２
位
（53
）近
岡
　
た
ね
（白
沢
） 

　
３
位
（53
）鏑
木
　
久
保
（片
品
） 

成  

績  
 

団
体
戦
（
支
部
対
抗
） 

　
１
位
　
片
品
支
部 

　
２
位
　
薄
根
支
部 

　
３
位
　
白
沢
支
部 

団
体
優
勝
の 

片
品
支
部 

個人優勝の林さん、白井さん 

のべ２７０人が健康チェック 

見
城
政
雄
事
務
局
長
の
競
技
説
明
を
受
け
る
大
会
参
加
者 



利 根 の 保 健  

　
４
月
１
日
、
新
年
度
と
な
り
新

入
職
員
17
人
を
迎
え
入
協
式
が
行 

わ
れ
ま
し
た
。
（
歯
科
医
師
１
、

看
護
師
４
、
准
看
生
徒
５
、
他
診 

療
技
術
系
４
、
事
務
２
）

ま
た
、
進
学
や
出
向
を
終

え
助
産
師
１
、
看
護
師
３

が
復
職
し
ま
し
た
。 

　
理
事
長
を
始
め
、
各
施

設
責
任
者
か
ら
の
歓
迎
挨

拶
と
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
二
日
間

の
新
入
職
員
研
修
が
行
わ

れ
各
職
場
に
配
属
さ
れ
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
風
が
流
れ
て

い
ま
す
。 

　
各
人
か
ら
「
患
者
さ
ん 

に
、
私
に
担
当
し
て
も
ら

っ
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
頂
け
る

よ
う
な
職
員
を
め
ざ
し
た
い
」

「
明
る
く
笑
顔
で
頑
張
り
た
い
」

等
の
抱
負
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
と
な
り
、
第
一
回
利
用

委
員
会
が
４
月
15
日
開
か
れ
ま
し

た
。 

　
「虹
の
箱
」
へ
の
投
書
で
は
、

職
員
な
ど
の
対
応
に

つ
い
て
、
16
通
。
そ

の
中
で
「
忙
し
い
よ

う
だ
っ
た
が
、
笑
顔

で
声
を
か
け
て
く
れ

嬉
し
か
っ
た
」
等
、

半
数
は
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
友
達
に
話

す
よ
う
な
言
葉
使
い

や
態
度
を
注
意
し
て

下
さ
い
」等
、看
護
師

や
放
射
線
技
師
、事

務
の
接
遇
面
で
の
指

摘
が
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、氏
名

が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
本
人
に
注

意
し
た
旨
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
診
断
書
の
作
成
に
日
数
が
か

か
り
す
ぎ
る
」
と
の
意
見
に
は
、

医
師
の
事
務
量
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
担
当
者
で
改
善
し
て

い
き
た
い
と
医
事
課
長
よ
り
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。   

　
施
設
、
設
備
、
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
７
通
。

清
掃
や
便
座
ク
リ
ー
ナ

ー
等
の
要
望
に
つ
い
て

は
改
善
さ
れ
た
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
冬
の
間
、
感
染
症
の

予
防
の
た
め
病
棟
へ
の

面
会
制
限
に
関
連
し
、

入
口
の
ド
ア
開
閉
の
危

険
防
止
に
つ
い
て
も
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。

他
、
予
約
や
待
ち
時
間

で
３
通
、
室
温
の
管
理
に
つ
い
て

も
意
見
を
頂
き
ま
し
た
が
、
体
制

や
設
備
上
難
し
い
状
況
で
あ
る
事

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

徳
永
　
敏
一 

〈
利
南
支
部
〉 

高
柳
　
修
一 

〈
白
沢
支
部
〉 

高
橋
　
　
明 

〈
利
根
南
支
部
〉 

牛
口
ヨ
シ
子 

〈
川
場
支
部
〉 

大
河
原
里
雄 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

山
岸
　
正
幸 

〈
水
上
支
部
〉 

三
代
川
貞
夫 

〈
高
山
支
部
〉 

田
村
　
貴
文 

〈
赤
城
村
〉 

大
畠
　
基
明  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
1520
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
20
口
以
上
） 

半
田
　
敏
夫 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　（
300
口
以
上
） 

 

伊
藤
　
亮
祐 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
280
口
以
上
） 

 

笛
木
力
三
郎 

　（
120
口
以
上
） 

阿
部
　
敏
雄 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
100
口
以
上
） 

　
永
井
　
利
晴 

　（
70
口
以
上
） 

 

寺
崎
　
　
泰 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

�
高
橋
三
四
郎 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
1000
口
以
上
） 

�
中
島
　
忠
男 

〈
川
田
支
部
〉 

　（
190
口
以
上
） 

  

大
竹
　
克
宣 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
40
口
以
上
） 

�
高
橋
　
良
男 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
2290
口
以
上
） 

�
原
沢
　
粂
夫 

　（
130
口
以
上
） 

青
木
　
与
作 

　（
100
口
以
上
） 

 

星
野
　
太
郎 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
190
口
以
上
） 

  

原
沢
　
順
一 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

　
澤
　
正
人 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
460
口
以
上
） 

�
穂
苅
タ
ツ
ノ 

　（
140
口
以
上
） 

�
宇
津
木
茂
二 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
730
口
以
上
） 

林
　
　
利
雄 

　（
150
口
以
上
） 

 

安
達
　
　
澄 

　（
70
口
以
上
） 

　
原
沢
　
　
成 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　（
990
口
以
上
） 

 

杉
木
　
哲
二 

　（
650
口
以
上
） 

 

木
暮
　
順
子 

　（
500
口
以
上
） 

 

金
崎
　
正
幸 

　（
60
口
以
上
） 

　
竹
吉
　
一
男 

〈
職
域
〉 

　（
60
口
以
上
） 

見
城
　
正
一  

よ
う 

 

こ
そ 

３
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
3
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
一
八
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

3
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
3
月
の
増
資
は
五
六
七
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
二
六
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

（
敬
称
略
） 

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
力

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
力
 

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
力
 

17
人
 入
職
入
職
 

17
人
 入
職
 2010年度 

新入職員入協式 

����
����
����
����

yyyy
yyyy
yyyy
yyyy

　
天
気
の
良
い
日
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
一
緒
に
屋
上
に
出
て
お
花
見

会
で
す
。「
き
れ
い
な
景
色
だ
ね

ー
」、「
見
事
な
桜
だ
ね
ー
、
元
気

が
わ
い
て
く
る
よ
」
と
利
用
者
さ

ん
た
ち
も
、
満
開
の
桜
と
暖
か
い

陽
差
し
を
受
け
、
リ
ハ
ビ
リ
に
も

在
宅
復
帰
へ
の
意
欲
も
す
す
み
ま

す
。 

　
暖
冬
が
言
わ
れ
た
中
、
雪
が
例

年
に
比
べ
て
多
か
っ
た
冬
も
終
わ

り
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
が
、
施

設
や
住
宅
が
安
心
し
た
生
活
を
送

る
事
が
出
来
、
介
護
す
る
家
族
も

支
え
て
い
く
事
が
出
来
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
老
健
と
ね 

　
　
支
援
相
談
員
　
桑
原
　
博
史 

��
��
��
��
��
��
��
��

yy
yy
yy
yy
yy
yy
yy
yy　
来
春
、
み
な
か
み
町
後
閑
に
開

設
予
定
の
「
歯
科
」
ス
タ
ッ
フ
が

ほ
ぼ
決
定
し
ま
し
た
。 

　
所
長
に
は
坂
田
龍
義
（沼
田
市
）、

豊
田
庸
光
医
師
（沼
田
市
）、歯
科

衛
生
士
に
林
里
美
（新
治
）、小
林

絵
里
（新
治
）、歯
科
技
工
士
に
中

野
智
之
（沼
田
市
）、伊
欲
淳
（沼
田

市
）、事
務
長
に
金
古
功
（月
夜
野
）

が
決
ま
り
、
残
る
歯
科
衛
生
士
の

２
人
は
人
選
中
で
す
。 

　
歯
科
だ
け
で
な
く
複
合
的
施
設

と
し
て
の
新
し
い
取
り
組
み
も
検

討
し
て
お
り
ま
す
。 

　
夢
プ
ラ
ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
『利

用
者
の
目
線
で
』
。組
合
員
み
な

さ
ん
か
ら
の
要
望
を
募
集
中
で
す
。

事
務
長
の
金
古
ま
で
ど
し
ど
し
ご

連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
24
９
４
１
８(

利
根
歯

科
診
療
所)

　
歯
科
ス
タ
ッ
フ
決
ま
る 

「
利
用
者
の
目
線
で
」 

接遇の改善で 
第１回利用委員会 

　レディースドックは、女性特有のガン

や甲状腺疾患、骨粗しょう症の早期発見

をめざして、婦人科・外科の専門医の診

察を受けたり相談ができるようになって

います。 

　特に乳がんは、早期発見なら９割以上

が完治します。そのためには、年一回の

乳がん検診が不可欠とされています。現在、

厚生労働省が定める乳がん検診は、40歳

以上に対して２年に一度のマンモグラフ

ィー検診となっていますが、これで十分

と言うわけではありません。当院では、

保健師による、乳がん自己検診法の説明

も受けられます。この間、利根中央病院

のレディースドックを受け「乳がんが早

い段階で見つかって良かった」との声が

寄せられています。 

　また、自治体が行っている子宮がん検

診は、子宮頸がんのみです。自治体検診

の該当年齢でない方は、当院の「レディ

ースドック」（子宮頸がん、子宮体がん

含む）を受けることをおすすめします。 

　下の表のように、各コース年齢はあく

までも目安ですが、診断の有効な検査方

法を選択し、計画的に検診を受けましょう。  

　年に一度は 
　　「レディースドック」 
　年に一度は 
　　「レディースドック」 

なお、人間ドック、レディースコースを同時に受けられる場合はドック
料金34,650円に各コースの料金を合計した金額になります。　 
＜キャンセル料　一週間以内　3,000円＞　　　　       　　              

組合員 
価　格 

非組合員 
価　格 

ゆりコース すみれコース 

40歳未満 40歳以上 50歳以上 

ローズコース カトレアコース 

8,000円 16,000円 20,000円 23,000円 

10,000円 18,000円 22,000円 25,000円 

利根中央病院　健康管理科　電話22-4321 （内線214） 

目　安 

コース 

検　査 

項　目 

申 し 込 み 
お問い合せ 

子宮ガン検診（頚部・体部細胞診、経腟エコー） 

乳ガン検診（乳腺エコー） 乳ガン検診（乳腺エコー） 

 甲状腺ガン検診（検診エコー） 

マンモグラフィー マンモグラフィー 
骨塩量測定 
（骨密度） 

映
画
会 

上映日　５月４日（火・祝日） 
　先月号で紹介した上映日に誤りがありました。
関係者の皆さまには大変御迷惑をおかけしま
した。お詫びして訂正致します。 

毎
月
、保
険
証
の
ご
提
示
を 

　
病
院
・
診
療
所
の
窓
口
で
は
、健
康
保
険
証
は
、毎
月
確
認
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。 

　
生
協
の
組
合
員
証
は
、初
診
時
に
必
ず
お
見
せ
下
さ
い
。保
管
は
保

険
証
と
一
緒
に
、転
居
な
ど
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、生
協
本
部
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

　
各
地
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
が

不
安
定
な
中
、
皆
様
お
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
今
年
度
か

ら
研
修
医
と
し
て
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た
医
療
を

学
び
た
い
と
の
気
持
ち
か
ら
、
利

根
中
央
病
院
を
研
修
先
病
院
と
し

て
選
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
の
健
康
を
守
る
医
師
と
し
て

少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。（
千
葉
県
出
身
） 松田信作  

群馬大学卒 

紹
介 

一
年
目
研
修
医 

屋
上
で

屋
上
で 

　
お
花
見
会

　
お
花
見
会 

屋
上
で 

　
お
花
見
会 

老
健
と
ね

老
健
と
ね 

老
健
と
ね 

利根西部 
夢プラン 

アズキや海草に含まれる亜鉛は、子孫をふやし、髪の毛を豊かにします。 

2010年５月１日（毎月1回1日発行） 第488号　（２） 



  

2010年５月１日（毎月1回1日発行） 第488号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

各地でにぎやかに   
WHOまちかど健康チェック 

豆類を玄米などにまぜて炊き、よく噛んで食べると脳も活性化されます。 

３月班会開催一覧 

材木町11 

材木町１ 

西原新町11-1 

東原新町3-2 

東原新町5-1 

東原新町5-2 

東原新町９ 

東原新町10-2 

東原新町12 

西原新町11-1 

上原町合同 

西倉内町7-1 

西倉内町８ 

榛名町8-2 

榛名町1-2 

榛名町３ 

鍛冶町５ 

鍛冶町10 

上久屋町馬場 

戸鹿野町1 

沼須合同 

下久屋合同班 

岡谷町西部１ 

恩田町合同 

井土上町下 

下川田町田中１ 

下川田町田中２ 

下川田町宮塚１ 

下川田町宮塚３ 

尾合上 

高戸谷１ 

高戸谷２ 

伊香原上 

大楊合同 

菅沼 

中野合同 

下牧原の中 

下牧原２ 

後閑上入 

後閑下入 

真庭政所 

町組合同2-2班

町組合同班 

須川十二河原 

糸井中宿 

永井上 

永井下 

判形前原 

中山原 

新婦人 

新婦人 

新婦人 

新婦人 

いこいの家 

いこいの家 

ＭＯＢクラブ 

１階北 

ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

体組成チェック 

大腸がんチェック 

食生活について 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

支部　介護保険学習会、老健とね見学 

骨密度チェック、塩分チェック 

お茶会、座談 

新病院建設について 

新病院建設について 

新病院建設について 

大腸がんチェック 

大腸がんチェック 

骨粗鬆しょうについて、骨密度チェック 

骨密度チェック 

年間計画づくり、血管年齢チェック 

新病院建設について 

年間計画づくり、大腸がんチェック 

体の健康は歯と歯ぐきから 

認知症の話 

歯周病について 

歯周病について 

大腸がんチェック 

大腸がんチェック 

薬について 

ピロリ菌の話、ピロリ菌チェック 

ピロリ菌の話、ピロリ菌チェック 

血圧測定、アカンベチェック 

前立腺がんについて、大腸がんチェック 

大腸がんチェック 

睡眠の話 

骨密度チェック、尿チェック 

骨密度チェック、尿チェック 

認知症の話 

認知症の話 

新病院建設・夢プランの話 

前立腺がんについて 

前立腺がんについて 

年間計画づくり 

介護保険制度について 

人形づくり、筋トレ体操 

人形づくり、筋トレ体操 

おひまち 

血管年齢チェック 

ころばん・せらばん体操 

ころばん・せらばん体操 

ころばん・せらばん体操 

ころばん・せらばん体操 

ボケ予防の体操 

健康づくりについて 

大腸がんの話、大腸がんチェック 

タバコこ害について 

関節痛について 

8 

5 

5 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

3 

5 

8 

8 

4 

3 

3 

4 

4 

5 

8 

6 

3 

6 

2 

6 

7 

8 

6 

5 

6 

7 

7 

7 

7 

6 

9 

4 

3 

4 

4 

4 

3 

4 

2 

5 

4 

4 

8 

7 

14 

8 

13 

10 

8 

8 

3 

6 

17

小林永久子 

小野　のぶ 

得能　淑子 

児玉　洋明 

高橋　道子 

中澤とき子 

染谷はるい 

桑原　和子 

雲越　タカ 

得能　淑子 

生方　輝房 

田中　穂積 

馬場よし子 

金子　くら 

戸部　大吉 

金子　恭子 

下 　 ろ く  

馬場半次郎 

織田沢澄世 

星野　早苗 

石井　啓勝 

星野サヨ子 

小林くに江 

穂刈　勝代 

野村　幸恵 

茂木　チヨ 

生方志づ子 

深津　文子 

深津　京子 

角田　梅子 

加藤　眞喜 

藤井　春雄 

小 菅 　 義  

金子　和一 

戸丸　長太 

戸丸　英子 

山田八重子 

高橋　ミネ 

佐 藤 　 興  

渋谷　典子 

真庭　利治 

丸 山 　 功  

林 　 貴 久  

田村　照代 

須藤　澄子 

諸田はま江 

山口ゆわ子 

木村千代子 

田村　武夫 

中島　三枝 

中島　三枝 

中島　三枝 

中島　三枝 

奥 木 　 茂  

奥 木 　 茂  

山田周一郎 

西畠みどり 

白井サユリ 

58回 総  計 338人 

沼田東

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼田中 

 

沼田西 

 

 

沼田南 

 

利　南 

 

 

 

池　田 

薄　根 

 

川　田 

 

 

 

白　沢 

利根北 

 

 

 

片　品 

川　場 

月夜野東 

 

 

 

 

月夜野西 

 

新　治 

昭和東 

昭和南 

 

高　山 

 

職域・他 

 

 

 

 

 

 

病棟・他 

 

人
形
に
も
魂
あ
り
と
思
は
る
る
辻
村
寿
三
郎
の
創
作
展

見
て 

 

入
つ
日
は
地
平
に
あ
ら
ず
こ
の
峡
を
囲
み
て
低
き
名
の

つ
か
ぬ
峰 

 

鉢
植
の
根
方
に
芽
生
え
し
す
み
れ
草
米
粒
ほ
ど
の
む
ら

さ
き
二
輪 

 

入
学
の
詰
襟
に
見
る
　
　
し
き
面
昨
日
と
変
る
様
に
た

ぢ
ろ
ぐ 

 

離
れ
住
む
息
子
よ
り
電
話
の
か
か
り
来
る
雪
多
き
峡
の

わ
れ
を
案
じ
て 

 

う
ぐ
い
す
の
声
を
聞
き
つ
つ
山
路
ゆ
く
ぺ
ん
ぺ
ん
草
に

つ
く
し
も
伸
び
て 

 

寝
た
き
り
に
な
ら
ぬ
為
に
も
此
の
足
を
は
げ
ま
し
つ
つ

春
寒
で
も
歩
く 

 

雨
が
ま
た
み
ぞ
れ
と
な
り
て
積
る
雪
彼
岸
も
過
ぎ
し
異

常
気
象
に 

沼
田
市
東
倉
内
町
　
　
青
　
柳
　
満
里
子 

  

み
な
か
み
町
粟
沢
　
　
真
　
庭
　
義
　
夫 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
笛
　
木
　
睦
　
子 

  

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
須
　
藤
　
澄
　
子 

  

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
羽
　
鳥
　
孝
　
子 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
高
　
橋
　
吟
　
子 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

花
終
わ
り
鯉
の
み
泳
ぐ
空
と
な
り 

武
尊
嶺
を
尾
鰭
で
打
ち
て
五
月
鯉 

姉
訪
へ
ば
花
見
に
誘
ふ
友
が
居
て 

妙
義
嶺
の
影
日
時
計
に
春
田
打
つ 

搗
く
臼
に
香
り
漂
う
草
の
餅 

行
く
春
や
妻
に
愛
す
と
言
え
ず
果
て 

日
向
見
の
露
天
清
流
若
葉
燃
ゆ 

憂
き
事
や
た
た
め
ど
尽
き
ぬ
五
月
闇 

燕
来
た
老
ひ
を
は
げ
ま
す
宙
が
え
り 

昭
和
村
森
下
　
　
　
　
小
　
林
　
に
さ
く 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
齋
　
藤
　
万
里
子 

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
林
　
　
　
　
マ
チ 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
木
　
村
　
由
　
夫 

沼
田
市
上
久
屋
町
　
　
坂
　
田
　
や
す
お 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
梅
　
沢
　
ま
つ
女 

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ 

班会あれこれ 
おらがまちの 

池田　上発知町中部合同班（食生活の知恵） 
　上新粉とビールを使うかき揚げの紹介など、食生活
の知恵について話を聞き、「参考になった」と大好評。
その後、参加者手作りのおやきを食べ、交流しました。 

新婦人　沼田支部（ストレッチ体操） 
　阿部みどりさんの指導で、普段使わない背筋や腹筋
を鍛えるストレッチ体操などを行いました。「体の奥
から熱くなるね」とみんなで良い汗をかきました。 

月夜野西　橋下合同班（ピロリ菌の話･チェック） 
　10人が参加して、ピロリ菌について学んだ後、早速
チェックをしました。チェックをした人のうち2人が
陽性で、除菌の仕方などの話に、真剣に耳を傾けました。 

しょうがご飯 

□ 作り方 

①油揚げは熱湯を回しかけて油抜きをしてから水気を
取り、みじん切りにする。 
② しょうがはマッチ棒くらいの太さの細切りにしておく。 
③ 研いだ米の中に①と②、調味料を加えて普通に炊く。 

□ 材料（2合分） 

今月の 
料理 

シンプルな調理で、しょうがの美味しさを 
十分に味わえる一品です。 

米…2合　しょうが…30n　油揚げ…1/2枚 

だし…370p　酒…大さじ2　しょうゆ…小さじ2　

塩…小さじ1

（栄養課　鹿木こずえ） 

俳
句
・
短
歌
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

郵
送
先
　
〒
三
七
八
ー
〇
〇
五
三
 
沼
田
市
東
原
新
町
一
八
五
五
の
一 

　
　
　
　
利
根
保
健
生
協
　
組
織
課
　
「な
か
ま
の
作
品
」
係 

　
十
王
公
園
前
の
尾
瀬
市
場

店
内
で
実
施
。20
人
が
チ
ェ
ッ

ク
し
、「
買
い
物
つ
い
で
に
で

き
嬉
し
い
」と
好
評
。 

　
事
前
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

サ
ン
モ
ー
ル
鍛
冶
町
店
前
で

血
管
年
齢
や
体
脂
肪
な
ど
、

32
人
を
チ
ェ
ッ
ク
。 

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
で
、
買

い
物
に
来
た
20
人
の
血
圧
や

体
脂
肪
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

喜
ば
れ
ま
し
た
。 

　
昭
和
の
湯
で
48
人
の
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
。
内
臓
脂
肪
過
多

な
ど
の
判
定
に
「
主
治
医
の

指
摘
と
同
じ
」
と
納
得
の
人
も
。 

沼田東支部 沼田東支部 

沼田中支部 沼田中支部 

沼田南支部 沼田南支部 

昭和東・南支部 昭和東・南支部 

れ
い 



2010年５月１日（毎月1回1日発行） 第488号　（４） 利 根 の 保 健  

里帰り出産の 
方も大歓迎！ 

皆さんのお宅の素敵な 
エンジェルの写真投稿を 
お待ちしております。 

男性の脳は55才を過ぎると、女性の一倍半の速度で老化するそうです。よく噛んで認知症を防ぎましょう。 

　
近
年
の
抗
が
ん
治
療
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
に
は
目
を
見
張
る
ば

か
り
で
す
。
群
大
病
院
に
は
”が
ん
を
切
ら
ず
に
治
す
“
重
粒
子

線
治
療
施
設
も
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
が
ん
治
療
は
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
が
ん
と
向
き
あ
っ
て
生
き
る
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
様
子
は
ど
う
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
臨
床
で
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
も
と
に
お
話
し
ま
す
。 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

緩
和
ケ
ア

緩
和
ケ
ア 
緩
和
ケ
ア

緩
和
ケ
ア 
緩
和
ケ
ア 

〜
生
き
る
意
味
へ
の
援
助
〜

〜
生
き
る
意
味
へ
の
援
助
〜 
〜
生
き
る
意
味
へ
の
援
助
〜

〜
生
き
る
意
味
へ
の
援
助
〜 
〜
生
き
る
意
味
へ
の
援
助
〜 

すくすく すくすく エ ン ジ エ ル 
エ ン ジ エ ル 

掲載希望の方は①お子様氏名 ②年齢 ③住所 ④コメント 
（13文字以内）⑤連絡先 をご記入の上ご投稿下さい。 
編集事務局  E-mail:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

沼田市上発知町 

阿部　奏くん（１歳11ヶ月） 
いつも笑顔をありがとう 

かなで 

みなかみ町真庭 

岡島大和くん（９ヶ月） 
兄弟３人仲良しです♪ 

やまと 
伊勢崎市 

角田果鈴ちゃん（２歳１ヶ月） 
２才の祝いに店でピース 

かりん 

沼田市上原町 

生方小鉄くん（３歳） 
坊主あたまのやんちゃ坊主！ 

こてつ 

み
な
か
み
町
月
夜
野 

青
木
　
空
く
ん（
３
歳
） 

外
遊
び
大
好
き
な
暴
れ
ん
坊
！ 

そ
ら 

高
山
村
中
山
本
宿 

田
中
心
結
ち
ゃ
ん（
１
歳
） 

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね 

み 

ゆ 

東
京
都
大
田
区 

長
谷
川
莉
奈
ち
ゃ
ん（
１
歳
３
ヶ
月
） 

顔
か
ら
ダ
イ
ブ
の
莉
奈
怪
獣
で
す
☆ 

り 

な 

沼
田
市
久
屋
原
町 

馬
場
勇
希
く
ん（
３
歳
） 

働
く
車
が
だ
〜
い
好
き
！ 

ゆ
う
き 

　
病
気
に
は
２
つ
の
と
ら
え
か
た

が
あ
り
ま
す
。
疾
患
（disease

）

と
病
い
（illness

）で
す
。
〈疾
患
〉

は
臓
器
の
機
能
異
常
と
し
て
み
る

考
え
方
で
す
。
か
ら
だ
を
精
密
機

械
と
と
ら
え
、
病
気
を
機
械
の
不

具
合
と
み
ま
す
。
治
療
は
機
械
の

不
具
合
を
直
す
こ
と
で
す
か
ら
、

医
療
者
は
病
気
を
ま
ず
〈
疾
患
〉

と
し
て
み
る
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

が
向
き
あ
っ
て
い
る
の
は
、〈
疾

患
〉
で
は
な
く
〈
病
い
〉
で
す
。

病
気
を
〈
体
験
〉
と
と
ら
え
る
見

方
で
す
。
熱
や
痛
み
な
ど
の
症
状

は
人
体
と
い
う
精
密
機
械
の
不
具

合
で
発
生
し
ま
す
が
、「
熱
い
」

や
「
痛
い
」
で
は
な
く
「
つ
ら

い
」
と
感
じ
る
の
は
、
患
者
さ
ん

自
身
が
そ
の
症
状
を
〈
体
験
〉
と

し
て
と
ら
え
て
い
る
か
ら
で
す
。 

　
肩
が
痛
ん
で
も
、
健
康
な
と
き

な
ら
ど
う
せ
寝
ち
が
い
だ
ろ
う
と

の
ん
き
に
構
え
ま
す
。
し
か
し
、

が
ん
と
い
う
〈
病
い
〉
に
向
き
あ

っ
て
生
き
て
い
る
人
な
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。
が
ん
の
再
発
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
不
安
で
仕
事
も
手
に
つ

か
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
い
ま
、
が
ん
は
治
る
病
気
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、〈
自
ら
の
死
〉

を
連
想
さ
せ
る
怖
い
も
の
の
代
表

で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
治
る
か

ど
う
か
の
確
証
が
治
療
中
に
は
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

が
ん
を
生
き
る
人
に
と
っ
て
、
痛

み
は
単
な
る
症
状
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
ん
の
再
発
や
死
と
い
う

〈
意
味
〉
が
貼
り
付
い
た
〈
体

験
〉
な
の
で
す
。
が
ん
治
療
や
痛

み
を
和
ら
げ
る
治
療
が
進
ん
で

も
、
が
ん
と
向
き
あ
っ
て
生
き
る

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
〈
つ
ら

さ
〉
に
は
変
わ
り
が
な
い
よ
う
で

す
。
が
ん
を
生
き
る
こ
と
は
、
が

ん
と
い
う
〈
意
味
〉
に
向
き
あ
っ

て
生
き
る
〈
体
験
〉
だ
か
ら
で
す
。 

生
き
る
意
味
を 

失
う
と
い
う
こ
と 

が
ん
を 

体
験
す
る
こ
と
と
は 

疾
患
と
病
い 

　
月
夜
野
に
は
じ
め
て
生
協
の
班

を
作
っ
た
小
林
さ
ん
は
、
総
代
、

理
事
、
支
部
長
と
し
て
数
十
年

間
、
生
協
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
「
総
代
が
班
長
と
い
っ
そ
う

連
携
し
た
活
動
を
し
て
い
け
た

ら
」
と
話
し
、
派
遣
に
頼
る
こ
と

な
く
、
自
力
で
医
師
を
育
て
る
こ

と
も
必
要
と
指
摘
。 

　
毎
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力

し
て
く
れ
る
増
資
訪
問
活
動
の
成

果
が
実
る
利
根
西
部
夢
プ
ラ
ン
の

診
療
所
づ
く
り
。
そ
こ
で
の
取
り

組
み
を
通
し
て
、「
生
協
活
動
を
若

い
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。」 

　
地
域
で
は
「
月
夜
野
ホ
タ
ル
を

守
る
会
」
の
会
長
と
し
て
自
然
環

境
の
保
全
に
取
り
組
み
、
団
体
の

部
で
上
毛
新
聞
主
催
『
上
毛
社
会

賞
』
を
受
賞
。
会
員
と
と
も
に
環

境
を
守
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
生
協
活
動
を
若
い
世
代
へ
」 

み
な
か
み
町
下
牧
　
小
林 

一
義 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

生
き
る
意
味
へ
の
援
助 

　
が
ん
を
生
き
る
患
者
さ
ん
は
、

確
証
の
な
い
〈
明
日
〉
を
手
元
へ

た
ぐ
り
よ
せ
な
が
ら
〈
い
ま
〉
を

懸
命
に
生
き
て
い
ま
す
。
「
治
る

こ
と
だ
け
を
考
え
て
頑
張
ろ
う
」、

「
病
い
は
気
か
ら
」、
「
明
る
く

前
向
き
に
」
と
い
う
周
囲
の
善
意

が
患
者
さ
ん
に
ど
う
映
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。 

　
《
い
の
ち
は
大
切
だ
　
い
の
ち

を
大
切
に
　
そ
ん
な
こ
と
何
千
何

万
回
言
わ
れ
る
よ
り
　
「
あ
な
た

が
大
切
だ
」
　
誰
か
が
そ
う
言
っ

て
く
れ
た
ら
　
そ
れ
だ
け
で
き
っ

と
生
き
て
い
け
る
》 

あ
る
テ
レ
ビ
広
告
で
す
。 

　
「い
の
ち
は
大
切
」
と
い
う
こ

と
ば
に
は
温
か
さ
を
感
じ
ま
せ

ん
。
誰
の
い
の
ち
か
、
誰
に
向
か

っ
て
叫
ん
で
い
る
か
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
で
す
。
「
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
」
と
い
う
乾
い
た
激
励
と
同

様
、
口
先
だ
け
の
呪
文
の
よ
う
で

す
。
一
方
、〔
あ
な
た
が
大
切
だ
〕

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
伝
え
手

の
視
線
（
ま
な
ざ
し
）
が
あ
る
か

ら
温
も
り
も
感
じ
ま
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
は
、
苦
し
ん
で
い

る
人
の
つ
ら
い
心
情
を
察
し
慰
め

励
ま
そ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、

援
助
と
は
、
気
の
利
い
た
言
葉
を

か
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
心
配
し

見
ま
も
り
そ
の
苦
し
み
を
ま
ず

〈
受
け
と
る
こ
と
〉
だ
と
多
く
の

患
者
さ
ん
は
教
え
ま
す
。 

　
「生
き
る
意
味
へ
の
援
助
」
は
、

〈
あ
な
た
〉
に
向
け
る
視
線
（
ま

な
ざ
し
）
で
す
。
〈い
の
ち
〉
を

訴
え
叫
ぶ
取
り
組
み
で
は
な
く
、

目
の
前
の
〈あ
な
た
〉
の
苦
し
み

に
関
心
を
よ
せ
耳
を
傾
け
聴
こ
う

と
す
る
態
度
で
す
。
わ
か
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
要
求
で
は
な
く
、

わ
か
ろ
う
と
す
る
意
思
な
の
で
す
。

苦
し
み
の
な
か
に
あ
っ
て
も
な
お

つ
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
ち
か
ら

を
〈あ
な
た
〉
へ
の
視
線
（
ま
な

ざ
し
）
で
支
え
る
こ
と
。
そ
れ
が

生
き
る
意
味
へ
の
援
助
な
の
で
す
。 

　
医
師
と
し
て
の
わ
た
し
に
、
ほ

ん
と
う
の
生
き
ざ
ま
を
身
を
も
っ

て
教
え
て
下
さ
っ
た
が
ん
患
者
さ

ん
と
、
そ
の
苦
し
み
に
勇
敢
に
立

ち
向
か
っ
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
に

お
礼
と
労
い
を
、
そ
し
て
い
ま
、

こ
こ
ろ
を
奮
い
立
た
せ
病
い
に
向

き
あ
い
な
が
ら
毎
日
を
懸
命
に
生

き
て
お
ら
れ
る
多
く
の
方
々
に
こ

の
拙
文
を
捧
げ
ま
す
。 

お
わ
り
に 

 

全人的苦痛の概念 
　（WHO） 

身体的苦痛 

全人的苦痛 
トータルペイン 

・痛み 
・ほかの身体の症状 
・日常生活の支障 

霊的苦痛（スピリチュアルペイン） 
・人生の意味　・・苦しみの意味 
・罪の意識　　・・価値観の変化 
・死の恐怖　　・・死生観に対する悩み 

精神的苦痛 
・不安 
・恐れ 
・いらだち 
・うつ状態 
・孤独感 
・怒り 

社会的苦痛 
・仕事上の問題 
・経済上の問題 
・家庭内の問題 
・人間関係 
・遺産相続 

がんに対する治療 がんに対する治療 

治療の経過 

つらさや症状の 
　　緩和治療 
つらさや症状の 
　　緩和治療 

　
わ
れ
わ
れ
は
、〈
明
日
〉
に
向

か
っ
て
〈
い
ま
〉
を
生
き
よ
う
と

し
ま
す
。
人
間
は
「
あ
り
う
る
」

と
い
う
可
能
性
を
め
が
け
て
生
き

る
存
在
で
す
。
〈い
ま
〉
の
行
動

や
あ
り
よ
う
が
〈
明
日
〉
の
「
あ

り
う
る
」
可
能
性
に
し
っ
か
り
つ

な
が
っ
て
い
る
と
き
、
わ
た
し
た

ち
は
〈
い
ま
〉
を
生
き
る
こ
と
に

意
味
を
感
じ
ま
す
。 

　
逆
に
、
〈明
日
〉
の
「
あ
り
う

る
」
可
能
性
が
見
え
な
い
と
き
、

目
的
と
意
味
を
失
い
ま
す
。
治
る

か
ど
う
か
の
確
証
の
な
い
ま
ま

〈
い
ま
〉
を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
、
病
い
を
背
負
っ
て

生
き
る
〈
つ
ら
さ
〉
な
の
で
す
。 

東
京
都 

井
川
陽
太
く
ん（
11
ヶ
月
） 

太
陽
の
よ
う
な
デ
カ
い
男
に
な
っ
て
ね 

ひ
な
た 

利根中央病院 
緩和ケア診療科医長 

原 　 敬  


